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1．はじめに 
ながら勉強に関する研究や調査は多数行われ

てきているが，現代の中学生を対象に，なぜなが

ら勉強をしているのかなど，生徒の実態を調査し

た研究は少ない． 
そこで本研究では，中学生を対象に，どれくら

いの生徒がながら勉強をしているのか，ながら勉

強している生徒はなぜしているのかなど，現代の

中学生のながら勉強の実態を明らかにすること

を目的とした．ここで，ながら勉強とは,音楽を

聴きながら勉強することとする． 
 
2．方法 

郊外の中学校として角田市立北角田中学校の

1～3 年生の 236 名と，都会の中学校として仙台

市立長町中学校の 1 年生 1 クラス分 32 名を調査

対象者とし，アンケート調査を行った． 
 アンケートは 5 部構成となっており，本稿では

第 2 部，第 4 部についての回答を検討対象とし

た．第 2 部では｢隣の教室の音は気になるか｣｢教

室の外から聞こえる音が学習の邪魔になるか｣

｢集中力は続くほうか｣｢記憶力はよいほうか｣｢い

つもよく眠れるか｣｢ストレスを感じやすいか｣を

尋ねた．第 4 部では，ながら勉強しているかどう

かと，ながら勉強している理由について尋ねた．

有効回答者数は 259名(配布数の 96.6%)であった． 
 
3．結果 
 表 1 に北角田中学校と長町中学校について各

学年のながら勉強をしている生徒の人数を示す．

北角田中学校の 1~3 年生のながら勉強している

生徒の人数について χ2 検定を行った結果，有意

差が見られた(ｐ<0.01)．これより，学年が上が

るにつれて，ながら勉強をする生徒の人数は増加

することがわかる．また，有意差は見られなかっ

たが，長町中学校の生徒の方が，北角田中学校の

生徒よりながら勉強している生徒の割合が多い． 
 次に，各質問の回答について北角田中学校の

1~3 年生を学年ごとに集計し，χ2検定を行った．

その結果 1 年生だけに，教室の外からの音が学習

の邪魔になるかどうか，集中力が続くかどうか，

よく眠れるかどうかの回答と，ながら勉強してい

るかどうかについての回答に有意差が見られた

(p<0.05)．それぞれの回答結果を表 2～4 に示す． 
表 2 より，ながら勉強する生徒はしない生徒に

比べ，学習時に教室の外からの音が気になると回

答している生徒が多いことがわかる．また後述の

とおり，北角田中学校の 1 年生のながら勉強する

理由で「周りの音を消すため」「集中するため」

という回答が多いことから，学習中に他の音が気

になりやすい生徒は，より良い環境で勉強するた

めに，ながら勉強をする傾向があると考えられる． 
表 3 より，普段の睡眠について，ながら勉強し

ない生徒の評価は「眠れる」を頂点とする一山の

分布であるのに対し，する生徒は「眠れる」と評

価するものが少なく，「よく眠れる」と評価する

ものと，「眠れない」から「普通」の間で評価す

るものに分かれていることがわかる． 
表 4 より，ながら勉強する生徒はしない生徒に

比べ，集中力が続くと評価するものも，続かない

と評価するものも多い。これは，睡眠の評価と同

傾向である。そして，睡眠の評価と集中力の評価

の間には弱い有意な相関(r=0.38)がみられた． 
松本らの研究[1]によると，睡眠の質が悪いと

集中力は低下する．しかし，今回の結果では，睡

眠と集中力の間の相関は弱く，ながら勉強してい

る生徒は，していない生徒より良く眠れない生徒

が多いにも関わらず，集中力が続くほうだと回答

している生徒が多い．これらより，ながら勉強し

ている生徒の中には，音楽を聴くことで主観的に

は集中が続いていると感じているが，実際には集

中できていないものがいる可能性がある． 
 次に，ながら勉強する理由について，1979 年

に行われた大場らの研究[2]と比較し，ながら勉

強する理由が昔と現在で異なるのかどうかを検

討した． 
 大場らの研究では，ながら勉強すると回答した

中学 1 年生および 2 年生 182 名を対象に，なが

ら勉強する理由についてのアンケートを実施し

ている．質問の選択肢は 4 つあり複数回答可能と

している．その結果を表 5 に示す． 
 今回，ながら勉強する理由については自由記述

で尋ねたため，大場らの設問の選択肢と似た回答

をまとめ，比較した．表 6 に北角田中学校と長町 
中学校のながら勉強する生徒の回答結果をまと

表 1 各学年のながら勉強している生徒の人数 
 する しない 

北角田１年生 13 (18.6%) 57 (81.4%) 
北角田２年生 23 (29.1%) 56 (70.9%) 
北角田３年生 36 (48.0%) 39 (52.0%) 
長町 1 年 9 (28.1%) 23 (71.9%) 
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めたものを示す．

 大場らは｢周囲のうるさい音を消すため｣｢勉強

の能率をあげるため｣と回答した生徒を｢勉強主

体型｣，｢音楽を聴きたいから｣と回答した生徒を

｢音楽主体型｣とまとめている．1979 年の中学生

は｢音楽主体型｣の生徒が 54％を示すのに対し，

2015 年の中学生で｢音楽主体型｣の生徒はいなか

った．また，｢勉強主体型｣の生徒は 22％から 61％
に増加している．これらの結果より，1978 年の

中学生と，2015 の中学生とではながら勉強をす

る理由が異なることが分かる．1979 年の中学生

は勉強することよりも音楽を聴くことに重点を

置くが，2015 年の中学生は，音楽を自分が集中

して勉強しやすい音環境を整えるための道具と

して使う傾向が高い．  
 
4．考察 

ながら勉強する生徒は学年が上がるにつれて

増加し，ながら勉強する生徒としない生徒の間に，

1 年生にのみ有意差のある回答が見られた．低学

年でながら勉強をする生徒は，しない生徒の平均

的な傾向からはずれる生徒が多く，指導するとき

には注意する必要があると考えられる．また，な

がら勉強をした方が良いかどうかを判断するに

は，生徒の主観的な評価ではなく，音楽を聴く理

由や成績など，実態を把握することが大切である

と考える． 
さらに，今回の調査では，時代が変化するにつ

れて，中学生と音楽との関係が変化していること

がわかった．現代の中学生は，音楽をより集中で

きる環境で勉強するための道具として使ってい

る生徒が多い．これは，インターネットや携帯音

楽プレイヤーの普及により，中学生にとっても音

楽がより身近なものになったためなどの理由が

考えられる． 
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表 2 ながら勉強するか否かごとの北角田 1 年生の教室の外の音が邪魔になるかどうか 
1 年生 1．なる 2．ややなる 3．どちらで

もない 
4．あまりな

らない 
５．ならない 合計 

する 1 (7.7%) 4 (30.8%) 2 (15.4%) 2 (15.4%) 4 (30.8%) 13 (100.0%) 
しない 0 (0.0%) 7 (12.3%) 7 (12.3%) 26 (45.6%) 17 (29.8%) 57 (100.0%) 

 
表 3 ながら勉強するか否かごとの北角田 1 年生のよく眠れるかどうか 

1 年生 １．眠れな
い 

２．あまり眠
れない 

３．普通 ４．眠れる ５．よく眠れ
る 

合計 

する 1 (7.7%) 1 (7.7%) 7 (53.8%) 1 (7.7%) 3 (23.1%) 13 (100.0%) 
しない 1 (1.8%) 8 (14.0%) 14 (24.6%) 25 (43.9%) 9 (15.8%) 57 (100.0%) 

 
表 4 ながら勉強するか否かごとの北角田 1 年生の集中力が続くかどうか 

1 年生 1．続かない 2．あまり続
かない 

3．普通 4．やや続く 5．続く 合計 

する 1 (7.7%) 3 (23.1%) 3 (23.1%) 6 (46.2%) 0 (0.0%) 13 (100.0%) 
しない 3 (5.3%) 7 (12.3%) 37 (64.9%) 8 (14.0%) 2 (3.5%) 57 (100.0%) 

 
表 5 1979 年のながら勉強する理由 

質問項目 人数 
周囲のうるさい音をけすため 24 (10％) 
勉強の能率をあげるため 25 (11％) 
たいくつさをまぎらわすため 58 (25％) 
音楽をききたいから 128 (54％) 

合計 235 (100％) 
 

表 6 2015 年のながら勉強する理由 
質問項目 人数 

周囲のうるさい音を消すため 12 (13％) 
勉強の能率をあげるため 46 (48％) 
たいくつさをまぎらわすため 16 (17％) 
音楽をききたいから 0 (0％) 
安心するため，落ち着くため 14 (15％) 
その他(癒される，など) 7 (7％) 

合計 95 (100％) 
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